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パーソナルフイールド 
ス と。— 力— 


取扱説明書 

お買い上げいただをありがとラございまず。 

-鉛化 I 電気製品はま全のためのを意事項を守5ない 

^ *=*1 と、火災や人身事故になることびあります。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要なを意事項と製品の取 
り扱いかたを示しています。 この取扱説明書をよくお読みのラえ、 
製品をま全にお使いください。お読みになったあとは、いつでも見 
られるところに必ず保管して < ださし、。 


接続ずる 


本機を聞きたい機器に接続する。 

本機はステレオミニプラグやステレオ標準プラグ对応機器のヘッドホ 
ンジャックに接続する事がでさます。 



* "ウオークマン"、 ‘ WALKMAN ’、" WALKMAN " ロゴは、 
ソニー株式会社の登録商標です。 


VOC (揮発性有機化合物） 
ゼ日樹が擢インキを側 
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装着する 

本機は、眼鏡をご使用のまま装着することができます。 

耳が髪の毛で覆われている場をは、耳を出してか6本機を装着してく 
ださい。 

ごま意 

• 本磯を使用中にが側か5強い力を加えないよラにしてくださし\>ダクト 
部び耳介内にあたり、けびなどの原因とな0ます。 

• ダクトの先端部分とち巧の入0□び正しく合っていないと、低音域び聞 
こえに < い場含びあ0ます。 

• 本磯を装着する際に指先でスピーカーユニットを押した0傷つけたりし 
ないよラにしてください。 


各部のなまえ 



丘] ヘッドバンド 团 ダクト 

回 八ンガー ほ音域を再生します。 

图 アーム 圓フ □ントケース 

团ち A ウジング 回スピーカーユニット 

固 スライダー 中-高音域を再生します。 

ノ V ンガーの高さを11段階に調 画 へッドバッド 

節びでさます。 回 ち A ウジング 

固 アームホルダー 回金メッキステレオ-ニプラグ 

アームの高さを調節でさま 
す。 


1アームを持ちなび！ 5 軽く外側へ広げ、ち八ウジングを 
ち側に、ち八ウジングを左側にして、本機を頭にかけ 
る。 

ノ V ンガーの耳かけ部分び耳の上にくるようにかけてください。 



2八ンガーの耳かけ部分を耳の上にのせる。 

へッドバンドが頭から離れないよラに、八ンガーの高さを調節して 
<ださし、。 

スライダーは11段階に調節する事がでさます。 



3ダクトの先端部と耳巧の高さび台ラよラに調節する。 

八ン ガーを 巧さえながら アームホルダーを 上下に動かして、高さを 
調節して < ださい。 



をヒント 

アームホルダーの高さを調節しても、ダクトの先端部とち巧の高さび 
ラまくをわない場合は、本機を頭にかける位置を変えてか5再度調節 
をして < ださし、。 

4ダクトの先端部分を耳巧の入り□に合わせる。 



ご注意 

ダクトの先端部分の巧に耳アカやホコ U などびたまると、低音域び聞こえ 
づ5くなる恐れびあ0ます。ダクトの先端部分を清潔に保てるよラに、定 
期的にお手入れをしてください。 

巧りはずす 

1アームを軽く外側へ開いてダクトを耳巧か！ 5 はずす。 
2そのまま本機を頭か! 5 はずす。 

ごミち意 

• 本機を取りはずす際に指先でスピーカー ユニッ トを押したり傷つけたり 
しないよラにしてください。 

• 本機を取りはずす際に、髪の毛をはさんだり引っかけたりしないよラに 
して < ださい。 


ブースターの使いかた 

接続した機器の音量を調節してを音びルさいとをは、付属のブースター 
を接続します。 

乾電池を入れる 

1背面にある電池ぶたを矢印の方向に軽<巧しなび! 5 開 
ける。 

2付属の単 4 お乾電池（お試し用）を入れる。 

3電池ぶたを閉める。 



接続する 

1ブースターを本機と接続する機器の間に接続する。 

ステレオ吉ニプラグ衣 r 応のデジタル 



本機か 5 ステレオ 2 ウェイプラグ(付属） 

田ステレオ S ニジャック 
回 POWER ランプ（ホ） 

固 POWER スイッチ 

2プースターの電源を入れる。 


ご注意 

ブースターは、本機外の機器への使用は推奨しておりません。 


乾電池の持続時間 

(0.1 mW + 0.1 mW 出力時） 

乾電池の種類 

持続時間 

ソニー単4形アルカ U 乾電池 

LR 03 ( SG ) 

約9別寺間* 

ソニー単4形マンガン乾電池 R 03 

約4別寺間* 


周囲の温度や使用状態により、上記の持続時間と異なる場合びあります。 


乾電池の交換時期 

乾電池が消耗してくると、 POWER ランプが暗くなってきます。ま 
た、音がひずんだり、雑音が多<なったりします。その場をは、乾電 
池を2本とち新しいをのと交換してください。 

電池交換のしかたについて詳しくは"電池を入れる"を参照してくださ 
し、。 


キヤリングケースの使いかた 

本機をキヤ U ングケースに収納するときは、ダクト部分が上を向くよ 
ラに入れて < ださい。 

八ンガーの長さを短くすると収納しやすくなります。 



田]ブースターや延長コードなどの付属品を収納することがでさます。 














lA 警告 I まをのために 

ソニー 製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、電気製 
品はすべて、まちがった使いかたをすると、火災や感電などにより人 
身事故になることがあり危険です。事故を防ぐために次のことを必ず 
お守りください。 


安をのためのを意事項を守る 


この r 安全のために」をよくお読みください。 


定期のに点検する 


1年に1度は、故障したまま使用していないか、などを点検して<ださ 
い。 


故障した5使わない 


動作がおかしくなったり、破損しているのに気づいたら、すぐにお買 
い上げ店またはソニーサービス窓口に修理をご依頼ください。 


万一、異常が起きた5 


ソニーの 相談窓口またはお買い上げ店、 ソニーサービス 窓口に修理を 
ご依頼ください。 

警告表示の意ほ 

取扱説明書および製品では、次のような表示をしています。表示の 
内容をよく理解してから本文をお読みください。 

I A 片晚Iこの表示のミち意事項を守らないと、火災*感電-漏液’ 
I 一に ド 巧 発熱-破裂などにより死 t や大けがなどの人身事故が 
生じます。 

I A 被 この表示のを意事項を守らないと、大けがなど人身事 
I 成 胃 ° 1 故の原因となります。 

I A け この表示のを意事項を守らないと、感電やその他の事 
I 公江'瓦 、 I 故によりけがをしたり周辺の家財に損害を与えたりす 
ることがあります。 


行為を禁止する記号 

0 

禁止 


- n 下記のま意を守5ないと、けがをしたり周辺の家財に 

I A ミ主'忌 I 損害を与えたりずることがありまず。 


大音量で長時聞つヴけて聞ますぎない 

耳を刺激するような大きな音量で長時 
間つづけて聞くと、聴力に悪い影響を 
与えることがあります。呼びかけ6れ 
て返事がでさるく 6いの音量で聞さま 
しよラ。 


はじめか S ボリユームを上げすぎない 

•突然大きな音が出て耳をいためることがあります。ボ 
U ユームは徐々に上げましよう。とくに、 MD、CD 
や DAT など、雑音のかないデジタル機器を聞くとき 
にはごま意ください。 

• 本機は、構造上音が外に漏れやすくなっています。ま 
わりの人の迷惑にな6ないように気をつけましよラ。 
特に電車の中などの公共の場所でのご使用はお控えく 
ださい。 

かゆみなど違和感びあつた S ほわない 

使用中、肌にをわないと感じたときは使用を中止して医 
師またはお買い上げ店、ソニーサービス窓口にご相談く 
ださい。 


S) 

禁止 

0 

禁止 



電池についてのまを上の 
ご注意 

お漏れ•破裂•発熱•発义-誤飲による大けがゃ失明を 

避けるた成、下記のま意事項を必ずお守りください。 

本機では下の電池をお使いいただけます。電池の種類について 
は、電池本体上の表示をご確認ください。 

乾電池 単4形アルカ U 、単4形マンガン ■ 

IA 危険 I 乾電池が液漏れしたとき 

乾電池の液が漏れたときは素手で液をさわ5ない 

液が本体内部に残ることがあるため、ソニーの相談窓口またはソ 
ニーヴービス窓口にご相談ください。 

液が目に入ったとさは、失明の原因になることがあるので目をこす 
らず、すぐに水道水などのされいな水で充分洗い、ただちに医師の 
治療を受けて < ださい。 

液が身体やな服についたとさを、やけどやけがの原因になるので、 
すぐにされいな水で洗い流し、皮膚に炎症やけがの症状があるとさ 
には医師に相談してください。 

• 機器の表示に合わせて+と一を正しく入れる。 

• 充電しない。 

• 火の中に入れない。分解、加熱しない。 

• コイン、キー、ネックレスなどの金属類と一緒に携帯•保管しな 
し、。ショートさせない。 

• 液漏れした電池は使わない。 

• 使いきった電池は取りはずす。長時間使用しないときち取りはずす。 

• 新しい電池と使用した電池、種類の違ラ電池を混ぜて使わない。 

IA ミ主意 I 

• 火のそばや直射日光のあたるところ-炎天下の車中など、高温の場 
所で使用-保管*放置しない。 

• 外装のビニールチューブをはがしたり傷つけたりしない。 

• 指定された種類政外の電池は使用しない。 


保証書とアフターヴービス 

偏正書 

• この製品には保証書が添付されていますので、お買い上げの際お買 
し、上げ店でお受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのうえ、大切に保ちして 
<ださい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

ア フターヴー ビス 

調子が悪いときはまずチ王ツクを 

この説明書をちラー度ご覧になってお調べ<ださい。 

それでも具含の悪いときは 

お買い上げ店または添付の r ソニーご相談窓口のご案内」にあるお近く 
のソニーサービス窓口にご相談ください。 

保証期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていたださます。詳し<は保証 
書をご覧ください。 

保証期間経過後の修理は 

修理によって機能が維持でさる場合は、ご要望により有料修理させて 
いたださます。 

部品の1呆有期間について 

当社ではパーソナルフィールドスピーカーの補修用性能部品（製品の 
機能を維持するために必要な部品）を、製造打ち切り後6年間保有して 
います。この部品保有期間を修理可能期間とさせていただきます。保 
有期間が経過したあとを、故障箇所によっては修理可能の場をがありま 
すので、お買い上げ店またはソニーサービス窓口にご相談ください。 


主な特長 

• ホームシアターや Hi-Fi オーディオ機器の音楽再生を、 U アルな臨場 
感あふれる迫力のヴウンドで楽しめます。 

• スピーカーユニットを耳介の斜め前方に配置することで、直接音に 
加えて耳介により反射した音ち外耳道に届くた故、臨場感あるク U 
アサウンドを実現しています。 

• 新開発エクステンデッドバスレフダクト}营載* 1 により、外耳道に直 
接低音を届けるためむ地よい重低音を再現します。 

• 440 kJ/m3 高磁カネオジウムマグネットとパーメンジュールを磁気 
回路に採用することで磁束密度を大幅に引さ上げ、解像度の高い、 
繊細でク U アな中高音と豊かな低音を再現しています。 

•超ジュラルミンやアルミダイカストなどの高級素材使用によりル型 
軽量で圧迫感のない快適な装着と高音質を実現しています。 

• ブースター付属で様々な機器の出カレベルに対応し、迫力のあるヴ 
ウンドを巧現することが巧能です。 

• 延長ケーブル、ブースターを収納でさる便利なキャ U ングケース付 
属で外出先でを迫力あるサウンドを楽しむことがでさます。 

特許出願中 


主な仕様 

型式 フルレンジダイナ S ック型 

スピーカーユニット直径21 mm 

(才ールパーメンジュール磁気回路搭載） 

定格入力 日0 mW 

最大入力 100 mW(IEC*2) 

インピーダンス 16 Q 

音圧感度 93 dB/mW 

再生周波数帯域 3日〜25,000 Hz 

最大がお寸法 約16日X 220 X 60 mm (幅/高さ/奥行き) 

コード 約1 m 

プラグ 金 X ッキステレオミニプラグ 

質量 約96 g (コード含まず） 

ブースター 

電源 

実効出力 


最大がお寸法 

コード 

プラグ 
質量 

付属品 

ブースター旧 AM-P1) (1)、延長コード 3 m (1)、 

ステレオ2ウェイプラグ（1)、キヤ U ングケース（1)、 

単4形マンガン乾電池（お試し用）に)、取扱説明書（本書）（1)、 
保証書（1)、 ソニー ご相談窓口のご案內 （1) 

が IEC (国際電気標準妄議）規格による測定値です。 

」曰 TA は電モ情報技術産業協会の略称です。 

CE マークは主に EEA European Economic Area) 各国など、法律に定めら 
れた国においてのみ有効です。 

本機の仕様およびが観は、改良のため予告なく変更することがありますび、ご 
了承ください。 


よ < あるお PS い合〇せ.畜□受付時間などは/卞ームベージ巧ご'ま用 < ださい。 

http://www.sony.co.jp/support 



FAX ( 其通） 0120 -333-389 


上お番号へ毎病を、虽巧のガイブンスが巧 ri ている巧に 
r 3 ogj + r # j を巧してください。直接.担当ち口へおつなぎしまず< 


単4形乾電池2本 
30 mW + 30 mW 

(全高調波歪 0.1 下、"！ kHz、16 a) 
(JEITA が） 

約 28x75.5x15 mm (幅/高さ/奥行き) 
約 0.7 m 

金 X ツキステレオミニプラグ 
約38 g (コード、乾電池含む） 


使用上のご注意 

• 本機は、構造上音が外に漏れやすくなっています。まわりの人の迷 
惑にな6ないように気をつけましよラ。特に電車の中などの公共の 
場所でのご使用はお控えください。 

• 本機を使用中に気分が悪くなった場をは、すぐに本機の使用を中止 
して < ださい。 

• 本機は、力を加えたり重さを加えたりしたまま長時間放置すると、 
変形してしまラ恐れがあります。保管するときは変形しないよラに 
して < ださい。 

• 落としたりぶつけたりなどの強いショックを与えないで<ださい。 

• 指先でスピーカーュニットを押したり傷つけたりしないでくださ 
い。 

巧り巧いについて 

• 次のよラな場所は避けてください。 

一直射日光の当たる所、暖房器具の近くなど、温度の高い所。 

一窓を閉め切った自動車内（特に夏季)。 

一風呂場など、湿気の多い所。 

—ほこりの多い所、砂地の上。 

一時計、キャッシュカードなどの近く。（録音済みテープや時計、 
キャッシュカード、フ□ッピーディスクなどは、本機に近づけ 
ないで < ださい。） 

•湿気やほこり、油煙、湯気の多い場所や直射曰光のあたる場所には 
置かないでください。故障の原因となります。 

• 常に良い音でお聞きいただくために、プラグを時々柔らかい巧でか 
らぶさし、清潔に保ってください。 

•巧れは、乾いた柔らかい布でふき取ってください。その際、スピー 
カーユニット部に息を吹さかけることはしないでください。特にプ 
ラグ部分をミちれたままにしておくと、音質が悪くなったり、音がと 
ざれたりすることがあります。 

• お手入れの際に溶剤（アルコール-シンナーなど）は使わないでくだ 
さい。変色-変形-劣化などにより素材をいためる場合がありま 
す。 

• 持ち運ぶ際、フ□ッピーディスクやクレジットカードなど磁気の影 
響を受ける物は、本機の近くに置かないでください。 


巧障かな？と思った6 


症状 

原因 

処置 

音び割れる、ま 
たはノイズび出 

入力信号び大さすざる。 

接続した機器の音量を下げ 
る。 

る。 

接続した機器のバスブース 
卜機能を使用している。 

バスブースト機能を解除す 
る。 


入カコードびしっか0接 
続されていない。 

入カコードを確実に接続す 
る。 


接続したブースターの乾 
電池び消耗している。 

ブースターの乾電池を2本と 
ち新しいちのと交換ずる。 

音びルさい、ま 
たは音び出な 
い。 

接続した機器の VOLUME 
つまみび最ル （MIN) に 
絞5れている。 

接続した機器の VOLUME つ 
まみで調節する。 


入カコードびしっか0接 
続されていない。 

入カコードを確実に接続す 
る。 


接続したブースターの 
POWER スイッチび OFF 
になっている。 

ブースターの POWER スイツ 
チを ON にする。 


接続したブースターの乾電 
池が消耗している。 

ブースターの乾電池を2本と 
ち新しいちのと交換ずる。 

低音域が聞こえ 
にくし)。 

ダクトの先端部分とち巧の 
入り□び正しく合っていな 

低音域び聞こえるようにダクト 
の位置を調節する。調節のしか 


い。 たについて詳しくは"装着す 

る"を参照してください。 
















